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道・道教委に対し、緊急要請書を提出

何よりも子どものいのちと健康を守る対応を
最優先に、全庁あげたあらゆる対策を求める

●27日に、１週間の臨時休校措置を受けての要請書を提出

2月27日(木)、道教組は、道高教組とともに、新型コロナウイ

ルス感染症対策の緊急要望書を教育長宛に提出しました。何よ

りも子どもたちのいのちと健康を守る対応を優先し、全庁あげ

て、ありとあらゆる対策を講じることなどを求めました。

道教委が27日から１週間、全小・中学校で一律に休校とする

よう各市町村教委に要請したことを受けて、休校措置に関わる

教職員の勤務についても要請を行いました。教職員の家族に感

染者が出た場合・教職員が濃厚接触者となった場合の服務につ

いて、これまでは年休対応となっていましたが、「職専免」で扱うこととなりました。臨時休校が

長期化すると、現行の休暇制度では対応できないことを指摘し、今後の再検討を求めました。

●春休みまでの休校延長を受け、28日、知事と教育長宛に緊急要請書を提出

安倍晋三首相の小中高休校要請を踏まえ、鈴木直道知事が春

休みまでの臨時休校延長、高校の臨時休校を表明したことに対

し、28日(金)、道高教組など諸団体とともに緊急要請書を、道

知事と教育長宛に提出しました。

鈴木直道知事は「１週間が保護者の方々に協力いただける一

つの単位と考えた」と休校期間について説明していましたが、

たった１夜で覆したことに、何らの明確な説明も、困難な状況

となる保護者や子どもたちへの具体的な支援策の提示もありま

せん。

道教組は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、何よ

りも児童生徒のいのちと健康を守る対応を優先し、ありとあら

ゆる対策を講じることが必要であると考えています。この緊急

要請書も、休校を含めた対策を講じること自体に異議を申し立

てるものではありません。道教委として、各地に広がる不安や戸惑いの声に耳をかたむけ、必要

な対策がとられるよう要請するものです。

要請内容は、裏面をご覧ください。

休校等の対応で

要求書を提出




